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l ha区画圃場での乾田直接栽培における苗立ちのばらつきが登熟に及ぼす影響
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1 は じ め に

近年,福島県相双地区で定着 している水稲乾田直播栽培

は,そのほとんどが l ha区画圃場を用いて行われている。

直播栽培では,出芽,苗立ちの向上と安定が栽培技術の最

大のポイントとされるが,様々な条件によって不安定にな

りやすく,そのことが直播栽培普及の障害となっている。

ここでは,l ha区画固場を用いて10haを超える規模で乾

田直播栽培を行っている福島県原町市T地区を対象に, 4

カ年にわたって出芽・苗立ちの実態を調査し,登熟との関

係について検討 したので報告する。

2試 験 方 法

調査圃場の耕種概要を表 1に示した。

表 1 調査圃場の耕種概要

注 基肥Nは 1,Pコ ート100,追肥は普通化成肥料又は硫

安を使用した

目標収量は当地域の移植栽培平年収量480kg/10a

播種までの圃場作業は,秋～冬期にロータリ耕又はプラ

ウ耕を行い,春期にかけてレーザーレベラを用いて均平作

業を行った。また,播種方向と本暗きょに直交する方向に

サブソイラで弾丸暗きょを施工 した。

播種機の作業速度.圃場作業量は実測した。調査圃場は

4カ 年同一とし,1996年 ～1998年 は4筆 4ha,1999年 は 2

筆 2haと した。圃場の対角線上に無作為に調査区 (lm
×1条 ,10カ 所)を設置し,生育を随時調査した。収量及

び登熟歩合は,圃場の生育調査箇所の直近 (lmx3条 ,

10カ 所)を刈り取って調査 した。その他,観察,聞 き取 り

により調査した。

3 試験結果及び考察

使用した播種機の作業能力を表 2に示した。両機とも作

表 2 播種機の作業能力

播種機名 作業速度 圃場作業量

(In/s)  (a/h)
逆転ロータリンーダ

. 111

縦軸回転型ロータリハローシーダ・・   100
注 *:各条ごとの個別ホッパ搭載, **2条 ごとの大

型ホッパ搭載
100psク ローラ型トラクタ使用,いずれも8条用シーダ

圃場作業量には種子,肥料の積込み時間を含む

移動・調警・待機時間を除く,いずれも2筆作業平均値

業速度はほぼ同一で,順調に作業できれば 1日 3～ 4 ha

の播種が可能であったが,縦軸回転型ロータリシーダの方

が トラクタにかかる負担が小さいため,作業能力に余裕が

あると考えられた。しかし,出芽率向上に有効な土壌表面

の砕土,整地能力では逆転耕が有利と考えられ,そ れぞれ

一長一短があった。

各年次の圃場ごとの商立数,穂数,収量を図1に示した。

1996年を除き播種量を乾潮 7～ 8 kg/10aと 設定 したが
,

苗立数は年次間,圃場間で大きく変動した。一筆内での苗

立ちのばらつきは,播種機が変わった1998年からやや大き

くなる傾向にあつた。1998年 は特に烏害が発生 したことが

大きいが,播種機の耕うん方法の違いによる砕土率の低下

が影響 したと考えられた。一方,穂数,収量は苗立数の多

少によって変動したが,そのばらつき程度は小さくなり,

各年とも目標収量480kg/10aを ほぼ達成 した。 このこと

は,分げつ発生の補償作用によるものと考えられた。

次に,4カ 年の圃場ごとの苗立数と一個体当たりの穂数

播種方式 (1996, 199?4u 8+HiliiE -, t) 

" 
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(播種機)
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図 1 調査圃場における苗立数,穂数,精玄米重の年次間,

注 誤差棒は標準偏差を示す
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図 2 苗立数と一個体当たり穂数の関係

の関係を図 2に示した。苗立数が少ない圃場ほど分げつ発

生が多く,一個体当たりの穂数が増加した。さらに図 3に

示すように,一個体当たり穂数が多いはど登熟歩合が低下

し,玄米品質に影響 した。

以上,4カ年の調査では,一筆内又は圃場間での苗立ち

のばらつきは改善されず,そのことが特に登熟の不揃いに

つながった。苗立ち不均一の要因と,そ れらに対して取 ら

れた,あ るいは取るべき対応策を表 3に示 した。播種深度

や種子予措に関する要因は,従来から指摘される基本技術

であり,栽培者の注意や技術向上により大区画圃場で面積

が拡大しても改善が期待できると考えられた。一方,播種

前,播種時の気象条件や土壌条件の悪化によるものなどは
,

現時点では完全に克1晨することが困難であり,乾田直播栽

123456
-個体当たりの積数 (本 )

図 3 -個 体当たりの穂数と登熟歩合の関係

培の欠点として今後も起こりうる可能性があった。悪条件

でも苗立ちの良好な品種の導入などとあわせ,着実にこれ

ら要因を改善 していくことが重要と考えられた。

4 ま  と  め

l ha区画圃場における4カ 年の調査では,一筆内また

圃場間での苗立ちのばらつきは,年を経ても改善されなかっ

た。苗立数が少なくかつばらついている圃場ほど生育が不

揃いとなり,一個体当たりの穂数が増加 して登熟歩合が低

下 した。苗立ち不良,ば らつきの要因には,気象災害など

のように対応が難しいものが見られたが,栽培者の技術向

上により改善が期待されるものもあった。
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I.播種
1999年 ○播種深度が深かった

○播種後の多雨により土壌が緻密になった

○降雨で播種後滞水した部分があった                  ●排水対策の徹底

注 観察と聞き取り調査による

96年  97年  98年 99年
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表3 苗立ちのばらつきの主な要因と対応策
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